
天地開闢（てんちかいびゃく）の奉納▲ 

▲お札を受ける参拝者 

▲
後
方
の
が
け
に
あ
る
の
が
、抱
付
観
世
音
 

▲
 

五色弊楽（ごしきへいがく）を 
奉納する白沢中学校女子生徒 

広 報  

しらさわ夢図書館春の特別企画「手作りしかけ絵
本教室」は、小学生とその保護者の皆さんが参加し
て夢図書館で行われました。参加した子どもたちは、
それぞれに好きな絵を書いたり、ぬり絵に色をぬった
りして、絵本づくりを楽しんでいました。 
（写真左から白岩小学校3年 石川雄也くんと　　 

　白岩小学校2年 石川貴啓くん兄弟） 

「おにいちゃん、うまくできたよ」

広 報  

5
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平成19年5月号の主な内容

●橋本康子選手インタビュー 
●都市再生整備計画を策定しました 
●所得税・市県民税の税率変更 
●市職員人事異動　 
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島
県
指
定
重
要
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形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
「
浮
島
神
社
の
太
々
神
楽
」（
白
岩
字
宮
ノ

下
）は
、
4
月
15
日
に
浮
島
神
社
の
春
季
例
大
祭
で

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

太
々
神
楽
に
合
わ
せ
て
、白
沢
中
学
校
女
子
生

徒
に
よ
る
雅
な
「
稚
児（
ち
ご
）
舞
」
や
「
豊
栄（
と
よ
さ

か
）
舞
」
な
ど
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
太
々
神
楽
は
、古
く
か
ら
伝
わ
り
、明
治
維

新
ま
で
は
祭
礼
の
都
度
神
職
た
ち
に
よ
っ
て
演
じ
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、明
治
以
降
は
氏
子
の
人
た
ち
に

伝
授
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、浮
島
神
社
太
々
神
楽

保
存
会（
林
真
治
会
長
）に
よ
り
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、今
年
は
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

か
ら
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
に
白
沢
地
区
に
は
、大
字
ご
と
に
あ
る

神
社
（
五
つ
の
神
社
）で
保
存
会
に
よ
り
太
々
神
楽
が

継
承
さ
れ
て
お
り
、現
在
も
春
季
・
秋
季
の
例
大
祭

で
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。 

抱
付
観
世
音 

（
岩
根
字
池
ノ
入
） 

岩
根
字
池
ノ
入
地
区
の
「
抱
付
観
世
音
」
の
春
季
祭
礼
は
４
月
15

日
に
行
わ
れ
、多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
ま
し
た
。 

こ
の
地
は
、奈
良
時
代
の
役
の
行
者（
え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
）
開
基
の
霊
場
で

す
。
そ
の
後
、玄
丘
と
い
う
僧
が
こ
の
辺
り
に
来
て
、こ
の
地
で
仙
人
か
ら

お
告
げ
を
受
け
、中
腹
の
岩
の
前
に
観
世
音
を
ま
つ
り
祈
り
続
け
ま
し

た
。 天

正
年
間
に
伊
達
政
宗
が
二
本
松
に
兵
を
進
め
た
と
き
、こ
の
地
に

い
た
会
津
芦
名
の
兵
が
、こ
の
尊
像
を
背
負
っ
て
会
津
へ
逃
げ
て
し
ま
い

ま
し
た
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と
こ
ろ
が
観
世
音
の
心
が
岩
を
離
れ
難
く
、一
夜
の
う
ち
に
雷
鳴
震

動
し
、観
世
音
菩
薩
の
尊
像
が
磨
崖
仏（
ま
が
い
ぶ
つ
）
と
な
っ
て
大
岩
に
現

れ
た
こ
と
か
ら
、そ
れ
以
来
、こ
の
観
世
音
は
「
抱
付
観
世
音
」
と
し
て
多

く
の
皆
さ
ん
に
あ
が
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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